
チ
ビ
ッ
コ
が
交
通
安
全
パ

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
相
内
保
育

所

（川
口
定
雄
所
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
園
児
鼓
笛
隊
に
よ

り
村
内
目
ぬ
き
通
り
を
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
先
だ
ち
、
自
川
村
長
か
ら

「交
通
事
故
防
止
は

村
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
党
と
協
力
が
あ
れ
ば
絶
対
防
止
出
来

る
。
事
故
防
止
の
た
め
、
み
ん
な
で
立
ち
あ
が
ろ
う
」
と
あ
い

さ
つ
、
こ
の
あ
と
金
ホ
警
察
署
清
野
次
長
か
ら
交
通
事
故
防
止

対
策
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド

に
は
、
園
児

の
ほ
か

レ
ー
ド
　
却̈
罐レ憚増鳩刹麻囃「認

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
重
点
目
標
は
、
①
・子
ど
も
と
老

人
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
。
②
暴
走
飲
酒
運
転
の
追
放
。
③
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
励
行
の
三
点
で
あ
り
、
真

っ
赤
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
着
け
た
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
や
、
元
気

い
っ
ぱ
い
行
進
す
る
鼓
笛
隊
の
よ
い
子
た
ち
に
沿
道
か
ら
も
大

き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

⌒関
連
記
事
四
面
に
）

帥田年9月号

ギ
「

|

も〕
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（剛鶴Ｅ計涯婢叡川妊肝上一剣対で）

勧
進
元

市
浦
村
役
場

年令 生 年 月 日

横 綱

大 関

関 脇

前頭 1

+両 1

ヮ

よ

り

わ

わ

ヤ

書

作

き

書

ね

ん

治

市

ゲ

吾
。さ

よ

ユ

つ

る

わ

さ

郎

治

と

郎

ね

郎

く

二

ど

吉

サ

吉

さ

助

マ

ミ

セ

セ

ミ

マ

利

郎

セ

吉

子

ヨ

エ

ヱ

″
そ
　
マ

は

は

志

や

姉

男

さ

に

・

長一　
さ

ク

そ

良

ア

兼

ま

餃

イ

タ

ト

ツ

ユ
　
タ

武

距

り

重

ア

ノ

ヤ

キ

リ

み

お

そ

そ

ミ

久

貞

ゅ

清

よ

れ

●

長

ス

忠

り

川

谷

林

藤

浦

　

良

山

藤

崎

田

田

谷

良

良

村

田

川

田

西

田

藤

寺

南

藤

田

良

喘

沢

谷

谷

内

福

谷

良

島

谷

田

田

井

上

田

本

村

倉

田

山

和

谷

上

倉

吉

渋

小

工

梶

秦

奈

青

工

宮

山

成

糸

奈

奈

ホ

成

白

浜

葛

成

後

小

伊

工

吉

奈

和

相

米

秋

小

加

万

奈

中

越

沼

成

中

三

浜

岡

野

小

浜

小

三

竹

三

小

∞

∞

田

”

“

“

“

”

“

“

“

“

“

田

田

田

田

田

８

“

”

認

８‐

８．

８．

８．

８．

８‐

８．

ｍ

ｍ

８０

３０

ｍ

ｍ

８０

ｍ

７９

■

７９

７９

７９

”

７８

７８

７８

７８

７８

７３

■

電

十 二

相 内

相 内

相 内

十 二

相 内

十 三

太 田

大 田

十 三

■ 元

相 内

相 内

曖 松

相 内

十 二

十 二

磯 松

相 内

相 内

十 三

十 三

相 内

十 三

十 三

十 三

相 内

氏 年令 生 年 月 日 地 区

綱

関

脇

算

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

Ｈ

ｌ２

３

‐４

・５

‐６

・７

・８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２

２５

２６

η

ヽ

　

頭

横

大

関

小

前

十両 1

三

め

一
蔵

音

よ
，
太

た

郎

よ

ま

に

ぐ

シ

ヨ

郎

古

よ

ヨ

茶

サ

郎

さ

郎

〓
一
　

　

　

　

　

　

次

　

　

　

　

　

一
　

四

正

と

弥

重

磯

そ

萬

さ

和

み

は

く

つ

カ

タ

忠

留

み

ナ

男

ア

源

あ

国

山

谷

田

西

西

西

海

田

田

崎

西

藤

田

川

良

田

藤

ホ

浅

田

藤

村

岡

山

村

柏

山

葛

葛ヽ

薔

鳴

高

浜

山

葛

佐

山

自

奈

武

工

岡

湯

浜

佐

ホ

石

村

大 沢 お よ

武  田 長次郎
藤  田 佐太郎
高 田 た よ

藤  田 さ き

和 嶋 働次郎
奈 良 豊次郎

助

書

夕

三

シ

ニ

オ

ヮ

郎

郎

郎

ワ

ワ

ヨ

ヨ

島

山

田

田

寺

村

西

股

本

間

保

田

上

藤

田

豊

丸

武

山

小

ホ

薔

猪

今

岩

安

澤

三

後

山

∞

”

”

”

“

“

“

“

“

“

“

“

“

田

田

田

田

田

田

”

認

”

８．

８‐

８．

譴

・３‐

８‐

ｍ

ｍ

ｍ

８０

ｍ

ｍ

８０

ｍ

”

”

７９

７９

７９

７９

７９

■

７８

７８

７８

７８

７８

７３

■

11. 2.14 相 内

相 内

磯 松

相 内

桂 川

十 三

磯 松

相 内

相 内

十 二

十 三

相 内

十 二

相 内

相 内

十 二

相 内

十 三

(昭和53年 9月 1日 現在)
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八
十
歳
以
上
の
幕
内
は
六
十
五
人

横
綱
は
古
川
さ
ん
と
村
山
さ
ん

九
月
十
五
日
は

「敬
老
の
日
」
。
村
で
は
今
年
も
、
長
寿
番

付
を
作
成
し
、
長

い
間
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
お
年
寄
り
を
顕

彰
し
ま
し
た
。

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
九
月

一
日
現
在
で
三

一
四
人
、

総
人
口
の
七

。
一
％
を
占
め
て
お
り
、
八
十
歳
以
上
は
六
十
五

人

⌒男
２８
人
、
女
３７
人
）
で
総
人
口
の

一
・
五
％
と
な

っ
て
い

ま
す
。

番
付
で
は
、
梶
浦
イ
ツ
さ
ん
の
引
退
で
東
横
綱
に
古
川
リ
ワ

さ
ん
が
ま
わ
り
、
西
の
横
綱
に
村
山
正
三
さ
ん
が
昇
格
し
ま
し

ま
た
夫
婦
そ
ろ

っ
て
幕
内
、
十
両
は
、
葛
西
磯
吉

。
そ
よ
さ

ん
、
浜
田
男
茶

・
マ
ユ
さ
ん
、
山
田
弥

一
・
ユ
ミ
さ
ん
、
武
田

忠
次
郎

。
キ
ク
の
四
夫
婦
で
す
。横綱 古J:|リ ワ

郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
事
業
の

一
つ
と
し
て
こ

と
し
も

「米
寿
」
を
迎
え
た
人
た
ち
に
記
念
品
を
贈

本
村
で
は
相
内
地
区
の
小
林
お
り
さ
ん
と
脇
元
地

区
の
山
田
弥

一
さ
ん
が
め
で
た
く

「米
寿
」
を
迎
え

三
和
相
内
郵
便
局
長
か
ら
記
念
品
と
し
て
多
治
見
の

湯
の
み
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「米
寿
」
を
迎
え
た
小
林
さ

ｌ
卜
．二
年
生
れ
で
八
卜
八
歳
。

明
治
、
人
正

、
昭
和
の
困
難

な
時
代
に
生
き
抜

い
て
き
た
社

会
の
功
労
者
で
す
。

小
林
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
大

き
な
病
気
を
し
た
こ
と
も
な
く
、

八
卜
八
歳
に
な

っ
た
い
ま
も
簡

単
な
農
作
業
を
手
伝

っ
た
り
し

て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
元
気
そ
の

山
田
さ
ん
は
、
夫
婦
そ
ろ

っ

て
長
寿
番
付
に
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
日
ご
ろ
の
精
進
が
実

を
結
ん
だ
も
の
と
し
て
、
長
寿

の
ほ
ま
れ
を
高
く
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
田
さ
ん
は
、
若
い

こ
ろ
か
ら
村
で
も
評
判
の
働
き

者
で
、
い
ま
で
も
若

い
人
た
ち

の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
腰
を
痛
め
て

一
カ
月
ほ
ど

入
院
。
こ
の
ほ
ど
退
院
し
自
宅

療
養
中
で
す
。

三
和
局
長
か
ら
多
治
見
の
湯

の
み
と
あ

い
さ
つ
状
を
贈
ら
れ

た
両
人
は
、
終
始
に
こ
や
か
に

「
こ
れ
か
ら
も
社
会
の
た
め
に

つ
く
し
た

い
―
―
ピ
と
話
し
て

地区別70歳以上の人口  6a9、 1)

:■米寿お:めでとう■11き
'`■

多治見の湯のみを手に小林さん米寿を迎えた弥―さんとユミさん夫妻
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ひ
と
り
ひ
と
り
が

正
し
い
交
通
ル
ー
ル

や
町
内
で
は

「愛
の
ひ
と
声
」
運

動
を
励
行
し
、
ま
た
母
親
は
家
庭

内
の
交
通
安
全
管
理
者
と
し
て
家

族
対
話
の
中
心
と
な
り
安
全
意
識

の
高
揚
に
つ
と
め
る
こ
と
に
し
て

■
や
め
よ
う
飲
酒
運
転

酔

っ
ぱ
ら
っ
て
車
の
ハ
ン
ド
ル

を
握
る
と
い
う
こ
と
は
、
常
識
で

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
酒

を
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
せ
な

い
、
運
転
す
る
と
き
に
は
乗
せ
な

い
。
の
三
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
守
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

■
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
は
、
身
の
安
全
を
保
障
す

る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、
習
慣

づ
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

―
毀
専

―

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
九
月
二

十

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
運
動
に
先
が
け
て
金

木
警
察
署
管
内
警
察
官
、
婦
人
交
通
整
理

員
、
防
犯
指
導
隊
、
交
通
指
導
隊
合
同
の

式
一
交
通
査
閲
式
が
金
木
町
中
央
公
民
館
で
行

日
一
ゎ
れ
ま
し
た
。

査
一　
」
”
嚇
べ 警
麟
瑚
鋼
卸
¨
な
れ
鶏
制
』
叫
“

同
一　
す
が
、
こ
の
非
常
事
態
に
心
機

一
転
指
導

合
一
取
締
り
に
あ
た
ろ
う
―
―
。
と
各

‐町
村
合

同
の
査
閲
式
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

交
通
査
閲
式
に
は
、
市
浦
村
か
ら
も
十

一
人
の
隊
員
が
出
席
し
、
大
橋
忠
勝
金
木

町
長
、
今
与
八
郎
安
協
会
長
、
松
橋
重
蔵

金
木
警
察
署
長
の
査
間
を
受
け
、
テ
キ
パ

キ
と
し
た
態
度
で
行
進
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
‥
の
サ
ー
ビ
ス
と
チ
ラ
シ
を
配
る
会
員
た
ち

子
ど
も
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
―
―
。
と
相
内
保
育
所
白
鳥
ク

ラ
ブ
母
の
会

⌒会
長
白
川
槙
子
）
で
は
、

こ
の
ほ
ど
運
転
者

ヘ
コ
ー
ヒ
ー
の
サ
ー
ビ

ス
と
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を

く
ば
り
ま
し
た
。

母
の
会
で
は
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
の
は
母
親
の
義
務
で
あ
る
と
し
て

定
期
的
に
学
習
会
を
開
い
た
明
、
交
通
安

全
運
動
に
は
自
主
的
な
事
業
計
画
を
た
て

て
積
極
的
に
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
も
二
十
人
の
会
員
が
街
頭
に
出

た
が
、
配

っ
た
チ
ラ
シ
の
内
容
も

「
一
日

一
回
家
族
だ
ん
ら
ん
の
席
で
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て
話
し
あ

い
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
運
転
者
と
歩
行
者
に
呼
び
か
け
て
い
ま

秋

の

全

国

交

通

安

全

運

動

今
回
の
運
動
で
は
、

県
民

一
人
ひ
と
り
が

正
し
い
交
通
ル
ー
ル

を
習
慣
づ
け

「交
通

事
故
の
な
い
平
和
で

住
み
よ
い
郷
土
と
幸

せ
な
家
庭
づ
く
り
」

警
察
の
厳
し
い
指
導

と
取
締
り
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
暴
走
、
飲

酒
運
転
は
い
ぜ
ん
と

し
て
あ
と
を
断
ち
そ

う
も
な
く
、
交
通
事

故
発
生
の
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

す
ぎ
や
酒
飲
み
運
転
は
、
大
事
故

に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
く
、
村
で

は
、
管
内
各
関
係
機
関
、
団
体
の

代
表
者
五
十
人
を
集
め
て
去
る
十

る
十
四
日
交
通
安
全
合
同
打
合
せ

会
議
を
開
催
し
、
村
民

一
人
ひ
と

り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
交
通
安
全
を
励
行

す
る
こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

■
愛
の
ひ
と
声
運
動
を

道
路
の
利
用
者
で
、
も

っ
と
も

弱

い
立
場
に
あ
る
の
は
歩
行
者
で

す
が
、
と
く
に
子
ど
も
と
年
寄
り

の
事
故
が
増
え
て
い
ま
す

′。
家
庭

もう死者を出すな.′

安全運転ご苦労さん
コーヒーをサービス
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出
場
者
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
広
く
全
国
各
地

の
青
年
に
意
見
発
表
の
場
を
与
え
、

現
代
の
青
年
が
な
に
を
感
じ
、
な

に
を
考
え
て
い
る
か
を
一
般
に
訴

え
る
と
と
も
に
、
現
代
の
若
い
世

代
の
清
新
に
し
て
、
か
つ
建
設
的

意
見
を
交
換
す
る
た
め
に
、

「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
青
年
の
主
張
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
で
オ
二
十
五
回
を
迎
え
、
現
在

出
場
者
を
募
集
中
で
す
。

課
題
は
い
わ
た
し
の
選
ん
だ
道

０
い
ま
学
園

（職
場
）
で
考

０
わ
た
し
の
父
親
綸

・
母
親

論
０
わ
た
し
に
と
っ
て
の
青
春

０
感
動
し
た

一
冊
の
本

の
五

つ
で
す
。

出
場
ご
希
望
の
方
は
、
課
題
か

ら

一
つ
を
選
び
、
五
分
以
内
で
意

見
を
発
表
で
き
る
よ
う
四
百
字
詰

め
原
稿
用
紙
四
枚
程
度
に
ま
と
め
、

十
月
二
十
七
日

（金
）
ま
で
に
所

定
の
応
募
票
を
そ
え
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青

森
放
送
局
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格
は

昭
和
二
十
八
年

一
月
十
六
日
か

ら
昭
和
三
十
八
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
れ
た
方
で
、
性
別

。
学
歴
、

職
業
、
お
よ
び
国
籍
は
間

い
ま
せ

ん
。な
お
、
原
稿
審
奪
に
通
過
さ
れ

た
方
に
、
県
大
会
に
出
場
し
て
い

た
だ
き
、
県
代
表
を
選
び
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
後
、
地
方
大
会
を
経

て
、
全
国
大
会

⌒
一
月
十
五
日

・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
）
で
各
地
方
代
表

が
発
表
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
森

放
送
局
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

四
月
、
真

っ
白
な
画
用
紙
に
デ

ッ
サ
ン
を
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
、

一
年
生
の
担
任
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ひ
と
月
ふ
た
月
と

過
ぎ
て
み
る
と
、
彼
ら
は
す
で
に

デ
ッ
サ
ン
さ
れ
て
い
て
、
消
し
ゴ

ム
で
消
し
て
直
そ
う
と
し
て
も
、

な
か
な
か
簡
単
に
直
せ
る
代
物
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き

男
十
名
、
女
十
二
名
、
計
二
十
二
名
と
い
う

ち
ょ
う
ど
よ
い
人
数
で
す
が
、
男
十
名
が
な
か

な
か
の
つ
わ
者
達
な
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
五

・
六
年
生
と
ば
か

り
付
き
合

い
絶
対

に
負
け
た
く
な
い

も
の
で
す
か
ら
、
最
後
に
は
泣

い
て
も
勝

つ
と

い
う
Ａ
君
、
自
分
の
意
図
す
る
こ
と
が
通
ら
な

い
と
、
や
く
ざ
ま
が
い
で
く
っ
て
掛
か
っ
て
く

る
Ｂ
君
、
少
し
で
も
自
分
の
悪
い
点
を
指
摘
さ

れ
る
と
、
石
を
投
げ
た
り
、
格
子
を
け
と
ば
し

た
り
し
て
見
境
な
く
泣

い
て
し
ま
う
Ｃ
君
、
集

団
に
な
か
な
か
適
応
で
き
な
く
て
、
山
に
逃
げ

た
り
、
ふ
っ
と
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
う
Ｄ
君

と
い
う
よ
う
に
全
員
が
、
個
性
豊
か
な
人
間
違

な
の
で
す
。
で
も
、
徐
々
に
彼
ら
も
、
集
団
生

活
に
慣
れ
自
分
を
抑
え
る
と
い
う
こ
と
を
身
に

つ
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
彼

ら
は
ま
だ
色
の
つ
い
て
い
な
い
画
用
紙
な
の
で

お
年
寄
り
や
障
害
者
と
税
金

国
で
は
、
お
　

　

（お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ
る

年
寄
り
や
心
身
　
　
　
特
典
）

障
害
者
な
ど
社
　
　
　
年
齢
が
六
十
五
才
以
上
で
、
所

会
的
、
経
済
的
　
　
得
金
額
が

一
千
万
円
以
下
の
方
は

に
弱
い
立
場
に
　
　
Ｏ

「
老
年
者
控
除
」
と
し
て
二
十

あ
る
人
に
対
し
　
　
一二
万
円
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ

て
、
い
ろ
い
ろ
　
　
れ
ま
す
。

な
施
策
を
行

っ
　
　
ｏ
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の

て
い
ま
す
が
、
　

　

公
的
年
金
や
思
給
を
受
け
て
い
る

税
金
の
面
で
も
　
　
場
合
は
、

「
老
年
者
年
金
特
別
控

い
ろ
い
ろ
な
特
　
　
除
」
と
し
て
七
十
八
万
円
を
収
入

典
を
設
け
て
い
　
　
金
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
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一年担任

又
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り

を
扶
養
し
て
い
る
人
は

「
老
人
扶

養
控
除
」
と
し
て

一
人
当
り
二
十

五
万
円

⌒通
常
の
場
合
二
十
九
万

円
）
を
所
得
金
額
か
ら
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
心
身
障
害
者
が
受
け
ら
れ
る
特

典
）
所
得
税
で
は
所
得
金
額
か
ら
控

除
で
き
る

「
障
害
者
控
除
」

（
一

人
当
り
二
十
三
万
円
）
、
相
続
税

で
は
障
害
者
の
税
額
控
除
、
身
体

障
害
者
が
自
ら
運
転
す
る
乗
用
車

に
は
物
品
税
が
か
か
ら
な
い
、
な

で
す
。

個
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
　
男
芝
の
ｉ

ば
か
り
述
べ
ま
し

た
が
、
女
十
二
名
の
方
は
、
い
た
っ

て
心
や
さ
し
く
し
っ
か
り
者
で
な
ん

の
心
配
も
い
ら
な
い
子
ど
も
達
で
す
。

子Ｊ　却轟詢哺“もヵ、｛『】燎「んが、

圭
本
　
　
も
う
一
つ
、
う
れ
し
い
こ
と
が
あ

恵

　

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
も
ら
し
が
、

藁
麻
　
ま
だ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

吝
川
　
は
、
ほ
め
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で

ま
た
、
愉
快
な
こ
と
に
、
私
は
時

時

『
お
か
ち
ゃ
ん
』

『
あ
っ
ち
ゃ
』

と
呼
ば
れ
ま
す
。
学
校
と
家
庭
の
区

別
が
つ
い
て
い
な
い
と
言
わ
れ
れ
ば

そ
れ
ま
で
で
す
が
、『
お
か
ち
ゃ
ん
』

『あ
っ
ち
ゃ
』
と
親

っ
て
く
れ
る
子

ど
も
達
は
、
本
当
に
か
わ
い
い
で
す
。
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津つ

保ば

化
け

族〔

②

津軽の先住民族

層
を
神
と
し
て
崇
拝

こ
の
津
保
化
族
は
た
い
へ
ん

武
勇
に
す
ぐ
れ
、
と
く
に
馬
術

・
弓
術
に
秀
で
た
民
族
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ん

だ
か
、
津
軽
に
お
け
る
綺
馬
民

族
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
、

漂
流
し
た
時
に
船
に
馬
も
乗
せ

て
き
た
も
の
で
し
ょ
う
か
、
そ

の
点
は

っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん

豊

島

勝

・
蔵

け
れ
ど
、
馬
術
は
抜
群
で
、
と

て
ヽ
馬
を
大
切
に
し
、
馬
を
神

さ
ま
と
し
あ
が
め
た
て
ま
つ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

梵
球
の
北
に
「ツ
ポ
ケ
山
」

燎
栞
遭
事
の
北
方
に
鮮
を
伏

せ
た
格
好
の
山
が
あ
り
ま
す
が
、

壺
化
森
と
か
、
源
八
山
之
か
、

銑
鉢
山
と
か
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

文
政
五
年
に
写
し
と
っ
た
古
地

図
に
は
、
片
仮
名
で

「
ツ
ポ
ヶ

山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
山
で
す
。

こ
の
山

一
帯
に
津
保
化
族
が
住

ん
で
い
た
と
こ
ろ
か
ら
名
づ
け

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ツ
ポ
ケ
山
の
南
方

に
馬
神
山
と
い
う
山
も
あ
り
ま

す
。
津
保
化
族
が
馬
を
神
さ
ま

と
し
て
祭

っ
た
山
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
津
軽
の
神
社
の

境
内
に
馬
像
が
多
く
見
ら
れ
る

の
も
、
津
保
化
族
の
馬
神
信
仰

と
関
連
が
あ
る
よ
う
な
霊
感
を

覚
え
ま
す
。

た
椰
魯
搬
に
つ
い
て
は
、
絵

図
面
で
み
ま
す
か
ぎ
り
に
お
い

て
は
背
た
け
の
小
さ
い
民
族
で

あ
っ
た
ら
し
い
で
す
。
男
は
狩

猟
を
す
る
た
め
の
石
器
を
つ
く

っ
た
り
、
弓
矢
を
つ
く
っ
た
り

し
て
盛
ん
に
山
野
河
海
を
東
奔

西
走
し
て
、
魚
員
鳥
獣
を
と
り

食
膳
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
火
も
使
用
し
ま
し

た
。
女
は
毛
皮
や
車
本
の
皮
を

材
料
と
し
て
衣
類
を
繊
っ
た
り
、

野
山
の
草
根
や
果
実
を
採
集
し

た
り
、
火
種
を
絶
や
さ
な
い
よ

う
に
努
め
て
い
ま
し
た
。
男
女

と
も
腕
や
足
や
頭
に
飾
物
を
つ

土
器
を
つ
く
り
邑
を
形
成

こ
の
津
保
化
族
の
時
代
で
大

書
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
つ

は
、
土
器
を

つ
く

っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
仕
事
は
女
子

が
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

人
間
が
は
じ
め
て
科
学
的
方
法

に
よ

っ
て
物
を
製
作
し
た
こ
と

は
す
ば
ら
も
い
進
歩
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
山
か
ら

粘
土
を
運
ん
で
き
て
、
水
で
よ

様
を
つ
け
て
、
火
に
入
れ
て
焼

き
あ
げ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

偶
然
な
事
態
た
と
え
ば
、
火
を

た
い
て
い
た
個
所
の
土
が
固
ま

っ
た
り
し
た
こ
と
か
ら
考
え
つ

い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
二
は
、　
一
族
が
み
な
邑
を
な

し
て
暮
し
た
こ
と
で
す
。
先
住

の
ア
ソ
ベ
族
と
同
じ
く
狩
猟
採

集
に
よ
っ
て
生
活
し
ま
し
た
が
、

ア
ツ
ベ
族
が
移
動
す
る
性
格
を

持
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
定
住

性
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
住
家

も
大
き
く
屋
根
は
葺
ぶ
き
で
し

た
が
、
屋
内
に
鳥
獣
も
飼
育
し

た
ほ
ど
で
し
た
。
事
の
建
て
方

も
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。
木
柄

をぶ
形
に組
み立
てた
よ
う
で

す
。ツ

ポ
ケ
文
化
を
建
設

こ
れ
か
ぅ
の
事
が
ら
は
、
何

百
年
、
何
千
年
も
の
間
に
、
ツ

ポ
ケ
族
の
創
意
と
工
夫
と
に
よ

っ
て
改
良
に
改
良
さ
れ
た
文
化

の
進
展
を
み
た
こ
と
に
な
る
わ

け
で
、
朝

一
夕
で
な
さ
れ
た
も

の
で
な
い
こ
と
を
銘
記
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ア

東っ
日が
流る
彙
　
⑨

（寛
政
年
間

一　
　
一
七
八
九
～
一
八
〇

一
）

ョ
セ
ダ
メ

（敵
軍
）

ム
ゾ
マ

シ

（和
交
）
　

タ
ケ
ア
ナ
（抜
穴
）

タ
カ
ジ
ョ
ウ

（鷹
狩
）
　
ガ
ラ
メ

⌒攻
め
る
）
　
ア
ラ
マ
ド

（崎
馬

武
者
）
　

ョ
ウ

（手
柄
）
　
ミ
イ

レ

（習
ふ
）

ジ
ャ
ッ
パ
（合
物
）

ビ
ッ
キ

（童
）
　
ス
コ
タ
マ

⌒

働
き
）

シ
パ
ヶ

⌒寒
さ
）

ド

ス

（病
）
　
ク
リ
テ
イ
⌒
で
も
の
）

ダ
ミ

⌒死
）
　
テ
キ
ギ

⌒発
明

者
）
　

ア
ネ
コ

（美
女
）
　

ア
ヤ

（父
）
　

ア
パ

（母
）
　

ア
パ
　
⌒

親
母
）

デ
ッ
コ

（親
父
）
　
テ

ケ

（不
具
者
）
　
ヤ
ン
ト
ラ

（基

地
）

ガ
ン
ポ

（盗
人
）

ノ
ノ

コ

（精
出
す
）

ナ
ギ

（
日
和
）

パ
タ
ラ

（着
衣
）
　
ト
ラ
ボ

（逃

る
）

ダ
ン
プ
リ

（飛
ぶ
）

―

ド

（君
主
）
　

モ
ッ
ケ

（妊
婦
）

ゲ
ロ
コ

⌒大
衆
）
　
カ
ム
イ

（

神
）
　
デ
ャ
ド

（盲
人
）
　

ソ
ド

メ

（田
植
せ
）

パ
グ
リ
（商
人
）

ア
ダ
コ

⌒子
守
）
　
チ
ポ
ケ
ツ
ゾ

（不
孝
者
）

カ
マ
ド
ゲ
シ

（道

楽
者
）
　
オ
ボ

（赤
児
）

イ
タ

コ

（霊
媒
）

シ
ロ
ポ
ノ
コ

（酌

女
）
　
ヶ
ビ
ス

（役
人
）
　

マ
ゴ

（馬
追
）
　

チ
ャ
カ
シ

⌒そ
こ
っ

者
）
　
カ
ガ

（妻
）
　

メ
シ
タ

⌒

女
）
　
ゴ
ミ
ソ

（神
占
）

ホ
ド

ケ

（善
人
）

テ
デ

⌒夫
）

テ

ン
ツ
キ

（子
宝
）

ツ
ボ
ケ
族
は
背
た
け
の
低

い
民
族
で
し
た
。

男
は
狩
猟
、女
は
衣
類
を
織

っ
た
り
草
根
や
果
実

を
採
集
し
て
い
ま
し
た
。

（村
史
資
料
編
上
巻
よ

―
餓
晋

―
く
こ
ね
て
長
い
紐
と
し
、
そ
れ
　
　
　
ソ
ベ
族
と
の
戦
い
も
続
け
ら
れ

を
巻
き
あ
げ
て
い
ろ
い
ろ
な
形
　
　
た
こ
と
だ
し
、
ツ
ポ
ケ
文
化
の

を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し
て
、
表
　
　
建
設
に
も
を
み
な
み
な
ら
ぬ
こ

面
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
文
　
　
と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
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予 防 接 種

三種混合 (百日ゼキ・破傷風・ ジフテリヤ)の予防接種

を次により実施します。

該当者には、個人通知をしますが、転入等により通知も

れがありましたら役場 (民生課)へ連絡してください。

■対象者

1。昭和50年 7月 1日 ～51年 6月 30日 生れ。 (1期 1回～

3回 )

2.1期予防接種12カ 月～18カ 月 (前年 1期の予防接種を

おわった人。)

3。 前年都合が悪く、受けられなかつた人.

■日時と場所

と こ ろ し か ん 備  考

狂犬病予防接種

昭和53年 10月 1日 より犬の登録料が変わります。

■登録料 1頭 300円 が 2,000円に

■注射済証交付手数料 150円 が 300円、注射料金 650円

狂犬病の予防接種

■10月 23日

太田センター前

桂川 (秋田谷久助前)

役場前

■10月 24日

脇元出張所前

磯松公民館前

十三出張所前

子宮ガンの検診

子宮ガンの検診は次のとおり実施挙れます。対象者は必

ず受診するようにしてくださいL

■対摯者 30t以上の婦人
■日時・場所 10月 27日  13:00～ 15:∞ 、相内児童館

(相内、桂川、太田地区)

10月 28日  9:00～ 11:00、 十三公民館

(十三、脇元、磯松地区)

当日は、 1時間前から受けつけします。

観光写真コンクール

作品を募集 しています

市浦村観光協会 (工藤章二郎会長)では、村内の観光、

風物写真を募集しています。

■内容 市浦村内の観光、風物写真に限る。
■作品の大きさ

白黒は四ツ切、カラーはスライド35ミ リ以上 (カ ラー

プリントは受付けません♪
■応募のきまり

①床発表の作品に限ります。②画題は村内の観光風物
とし、住所、氏名を自黒は裏面、または応募票、カラ

ースライドはそのマウントに記入のこと。③応募は自
黒、カラーそれぞれ2点以内とします。C応募作品は
は原則として返却いたしません。③入賞作品の版権は

主催側に帰属します。

■資金 1等 5,000円  2等 4,剛円 3等 3,000円

■作品の受付 市浦村商工会内観光協会。
■発表 昭和54年 1月 の作品展示会場で発表 します。
■募集メ切日 昭和53年 12月末日。
■その他 くわしいことは観光協会へ。

市浦村職員募集

市浦村職員を下記により募集します。

■職種および採用予定人員    、
{1卜穀職 着干名
{2牒 母 着干名

■受験資格

{1)高等学校事業又は、同等程度以上の者で満25

歳以下の者 (昭和54年 4月 1日 現在で高等学

校卒業見込みの者を含む)

{2)ホ村に住所を有する者、又は現に市浦村住所

を有しなくとも採用後ホ村内から通動可能の

者.

■第一次試験日、昭fE53年■月5日 (場所後日
｀

通知)

■第二次餞験日、昭和54年 2月初旬の予定 (確

定次第第1次試験合格者に通知する)

■試験場所 市浦村役場
■受験手続

(1)受付期間 昭和53年10月 2日 から6日 まで
(2)提出書類、受付願書 (役爆僣付)晟歴書 (上

半身脱帽の写真添付)健康静断書、最終学校

卒業江明書.

■その他 ,

(1)上記試験に合格した人は、市浦村職員採用候

補者名簿に高点順に登録され、欠員等が生じ

た都度採用される。

(2)詳 しいことは、総務課行政係へお問合わせく

ださぃ。 C E L 2111)

10:冊ヨ 1:00
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むし歯のすすみ方

むし歯になりやすい場所

広報しうら ③

歯
み
が
き
は
、
食
後
す
ぐ
し
な

け
れ
ば
虫
歯
予
防
の
効
果
は
な
い

の
で
す
が
、
古
く
か
ら
の
習
慣
で

朝
起
き
て
す
ぐ
み
が
く
子
が
多
い

よ
う
で
す
。

食
後
と
寝
る
前
に
ぜ
ひ
歯
み
が

き
を
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

虫
歯
が
や
ん
で
い
て
も
、
痛
み

が
な
く
な
る
と
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
虫

歯
も
病
気
の
ひ
と
つ
で
す
。

歯
牙
検
診
を
し
て
歯
の
予
防
と

虫
歯
に
な

っ
た
ら
早
い
時
期
に
治

療
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

歯
は
、
か
ら
だ
の
中
で
最
も
硬

い
部
分
で
す
。
い
か
に
も
じ
ょ
う

ぶ
そ
う
に
見
え
る
歯
で
す
が
、
ひ

と
た
び
む
し
歯
に
お
か
さ
れ
る
と
、

溶
け
て
わ
ず
か
の
間
に
大
き
な
穴

む
し
歯
は
、
他
の
病
気
と
違

っ

て

一
度
か
か
る
と
、
除
々
に
歯
の

内
部
へ
向

っ
て
穴
を
広
げ
て
い
き
、

自
然
に
治
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
歯
も
病
気
の
ひ
と
つ
で
す
。

む
し
歯
の
原
因
は
種
々
あ
り
ま

す
が
、
む
し
歯
の

一
番
の
原
因
は

回
の
中
を
不
潔
に
し
て
い
る
こ
と

歯
の
表
面
に
食
べ
物
の
か
す

（

特
に
甘

い
お
菓
子
、
ケ
ー
キ
、
キ

ャ
ラ
メ
ル
等
の
か
す
）
が
つ
い
て

い
る
と
、
細
菌
が
増
え
る
の
に
最

も
良

い
場
所
と
な
り
、
む
し
歯
を

つ
く
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま

む
し
歯
は
ミ
ュ
タ
ン
ス
と
い
う

細
菌
が
中
心
と
な

っ
て
お
こ
り
ま

す
。
こ
の
菌
は
、
日
の
中
に
い
つ

も
存
在
し
て
お
り
、
食
べ
物
の
中

の
さ
と
う
類
を
栄
養
に
し
て
増
殖

し
ま
す
。
こ
れ
が
歯
の
表
面
に
つ

き
歯
垢

⌒
い
わ
ゅ
る
ハ
ク
ソ
）
と

な
り
、
歯
は
ど
ん
ど
ん
け
ず
ら
れ

む
し
歯
に
な
り
ま
す
。

⌒太
田
小
　
対
馬
良
子
養
護
教
諭
）

¨
″
夢
　

　

購
林

レ

詢
“
雄
″
　
　
　
詢
贅
颯
曖
』
。

ほ
ほ
“
炒
　
　
狂
嗜
朴
社
輛
け

口
´
「
お
震
生

俵
谷
　
栄
次

（脇
　
元
）

長
利
　
嘉
州

⌒太
　
田
）

伊
南
　
東
亜

⌒磯
　
松
）

秋
田
谷
久
美
子

（桂
川
）

秋
月
　
昭
人

（十
　
一こ

山
田
　
大
樹

（相
　
内
）

」“い一ご結婚

（鰍脚富到肇
一日　　嘲一

（に額木臨摯
一陣　　［一

（鐵測雛〓抑
一静　　繭一

（」田　師”
一府　　森一

（］』
燿「
一時　　胤一

（摯卦　嬉摯
一回　　蔵一

（雄哺　螂「
一相　　由一

（岬嘲富美れ
一晦
児
れ一

（相脚　何割
一計　　た一

日
■
Ｕ

よ
ね

⌒
脇
　
元

）
”
歳

ュ
キ

⌒
磯
　
松

）
“
歳

惣
吉

⌒
相
　
内

）
８５
歳

政
敏

⌒
太
　
田
）
１７
歳

優
子

⌒
十
　
一こ

３‐
歳

虫
歯
も
病
気
の
ひ
と
つ

Ｉ
Ｑ
ミ

ー

鮒
　
甘

○ (Dミュ
廣 成 小 川
瀬 田 林 上

鉄
男

⌒磯
　
　
松
）

英
子

（北

海

道
）

透

（相

　

内
）

好
子

⌒北

海

道
）

=三 義 純 勝 政

徳 昭 照 一 雄 昭

曇軍出需割

役
場
の
執
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時
間
が
変
り
ま
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